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～雇用環境の悪化が続くなか、ＢＯＥの様子見姿勢はさらに強固に～ 
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・ 英国の失業率（労働力人口に占める失業保険申請者の割合）は昨年11月～本年３月まで4.5％で横這い

推移を続けた後、４月以降は４ヶ月連続で上昇（左図）。７月は4.9％と昨年２月以来の水準に悪化。 

・ 昨年10月末以降、７歳以上の子供を持つ母子・父子家庭が所得補償の対象から除外されたことで、失

業保険の制度利用者が増加し、同申請件数の押し上げ要因となっている。だが、こうした制度変更に

よる影響を除いても、雇用環境は足許で悪化傾向にあると判断される。 

・ ６月で終わる３ヶ月間の平均報酬（賃金と賞与の合計）は前年比＋2.6％と、昨年４月以来の伸びを記

録（右図）。賃上げ率の下げ止まりと賞与の増加を主因に、上昇率は緩やかな加速傾向。物価が高止

まるなか、実質購買力の目減りが続いているものの、限界的な悪化の度合いは小さくなりつつある。 

・ 17日に発表された８月３・４日のＢＯＥ金融政策委員会の議事録では、これまで利上げを主張してい

たデール・ウィール両委員が利上げ要求を撤回し、早期利上げの芽は完全になくなった。一方、景気

の下振れ懸念が高まるなか、幾人かの委員は資産購入プログラムの積み増しの是非を検討。今のとこ

ろプログラムの即時拡充を求めているのはポーゼン委員のみで、当面は様子見スタンスの継続が予想

されるが、グローバル景気や雇用環境に更なる悪化の兆しが広がる場合、ＱＥ２の可能性が高まろう。 
■英国：失業率と失業給付申請件数 ■英国：週当たり賃金・賞与（全産業、前年比）

出所：英国連邦統計局 注：３ヶ月移動平均値 出所：英国連邦統計局
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■英国の失業給付・平均賃金

2010 2011
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

失業率（失業給付、％） 4.6 4.6 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.6 4.7 4.8 4.9
失業給付件数（前月差、千人） 1.9 -5.2 -2.8 -5.4 3.7 -8.5 6.4 16.9 22.5 31.3 37.1
就業者数（前月差、千人） 29.0 -57.0 -29.0 30.0 37.0 70.0 11.0 -1.0 40.0 -14.0 －
就業率（％） 70.8 70.6 70.4 70.5 70.5 70.7 70.7 70.6 70.7 70.7 －
週当たり平均労働時間（前年比、％） 0.3 0.0 -0.3 0.6 0.6 0.6 0.0 -1.0 -1.0 -1.6 －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） 2.2 2.0 2.1 1.2 3.9 1.5 2.0 2.5 2.5 2.9 －

賃金 2.2 2.3 2.5 2.0 2.3 2.2 1.8 2.2 2.5 2.1 －
ボーナス 1.8 0.8 -5.8 -10.2 27.6 -3.8 -0.1 11.6 2.1 19.0 －

注：就業者数、就業率、労働時間は当月で終わる３ヶ月移動平均  


